
  

 

 

 

 

 

 

 

  

 令和４年がスタートしました。令和３年も、コロナとの戦いは続き、緊急事態宣言解除

後から、延期になっていた行事を順調に行い、怒涛の２学期を終えることができました。 

 学校行事も地域行事もコミュニティ・スクールの活動も、すべてが予定通りには進まず、

大きな「困難」の中にいます。そんな中でも、たくさんの方に支えられ、お力を借りなが

ら、子どもたちのためにできることを少しずつ工夫しながら行うことができたことを本当

にうれしく思います。 

こんな時こそ、栗生小学校コミュニティ・スクールのコンセプト「自ら開こう！未来の

扉」のように、学校・保護者・地域が新しい未来に向かって、挑戦していきたいですね。 

 本年も、よろしくお願いします。 

 

 

 栗生小学校がコミュニティ・スクールに

指定されてから、７年が過ぎようとしてい

ます。年の初めに、改めて“コミュニティ・

スクール（CS）”とはどのようなものか、

初心に立ち返ってみたいと思います。  

CS の取り組みは、単に子どもと地域の

方々が関わることではなく、地域・保護者・

学校が協働して子どもを育てる、「共育」の

創造です。学校・家庭・地域を学びの場と

して、積極的に地域と関わり、学校教育目

標「困難に立ち向かい、前向きに生き抜く

子どもの育成」を目指して家庭も地域も取

り組んでいます。 

三者ができることをそれぞれの立場で、または協働で取り組むことで、子ども達一人一人が輝

き、関わる大人や地域が元気になる。「子どもも大人も輝く」それがクリティ·スクールなのです。

子どもが成長する中で、一番小さな「社会」は家庭です。家庭での安心を得た子どもが、学校、

地域へと「社会」を広げていきます。 

子ども達が安心して未来の扉を開き、世

界に羽ばたくために、基盤となる地域のこ

とを知り、誇りや充足感を持たせることが

大切です。学校・家庭・地域が力を合わせ

て、コミュニティ・スクールを充実させて

いきましょう。 

 

 

 

令和４年１月７日          

栗生小学校 
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子ども達が大好きな  

「クリティ・スクールのうた  

（クリティ・ソング）」  

歌詞の中に、大切にしたいことが凝縮されて

います。  


